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肩
水
金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
郡

�
村

武

幸

は

じ

め

に

漢
代
で
は
内
郡
・
辺
郡
の
区
別
が
存
在
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

郡
守
、
秦
官
、
其
の
郡
を
治
め
る
を
掌
る
、
秩
二
千
石
。
丞
有
り
、
辺
郡
は
又
た
長
史
有
り
、
兵
馬
を
掌
る
。
秩
皆
六
百
石
。

『

漢
書』

百
官
公
卿
表

(

１)

辺
郡
太
守
各
お
の
万
騎
を
将
い
、
障
・
塞
・
烽
火
を
行め

ぐ

り
て
虜
を
追
う
。
長
史
一
人
を
置
き
、
兵
馬
を
掌
る
。
丞
一
人
、
民
を
治

め
る
。
兵
の
行い

く
に
当
り
て
は
、
長
史
領
す
。
部
都
尉
・
千
人
・
司
馬
・
候
・
農
都
尉
を
置
く
、
皆
民
を
治
め
ず
、
衛
士
を
給
さ

ず
。

『

漢
旧
儀』

下

(

２)

上
記
の
史
料
や
渡
邊
信
一
郎
氏
の
指
摘
を
参
考
に
す
れ
ば

(

３)

、
辺
郡
に
は
漢
の
支
配
領
域
周
縁
部
に
位
置
、
ま
た
は
管
轄
区
域
内
に
異
民
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族
と
認
識
さ
れ
る
集
団
を
包
摂
し
、
部
都
尉
府
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
軍
事
色
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
辺
郡
と
内
郡
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
内
郡

(

生
産)

―
辺
郡

(

軍
事)

の
役
割
分
化
を
述
べ
る
飯
田
祥
子
氏
、
内
郡

の
物
資
を
国
家
的
物
流
に
よ
り
辺
郡
に
供
給
し
た
と
す
る
渡
邊
信
一
郎
氏
ら
の
研
究
が
例
示
で
き
る

(

４)

。
筆
者
も
特
定
の
辺
郡
に
特
定
の

内
郡
の
戍
卒
が
継
続
し
て
配
属
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
た

(

５)

。

こ
れ
ら
は
い
わ
ば
国
家
体
制
・
制
度
面
か
ら
の
研
究
と
い
え
る
が
、
一
方
で
、
居
延
漢
簡
や
敦
煌
漢
簡
な
ど
、
漢
代
河
西

(

甘
粛
省

西
部
一
帯)

地
域
か
ら
出
土
し
た
史
料
に
は
、
内
郡
出
身
の
民
衆
が
公
務
や
兵
役
に
よ
る
徴
発
に
よ
ら
ず
辺
郡
に
赴
い
た
事
例
が
多
い
。

彼
ら
が
辺
郡
に
赴
い
た
理
由
を
探
る
こ
と
で
、
体
制
・
制
度
と
は
別
の
視
点
か
ら
、
内
郡
―
辺
郡
の
関
係
を
考
察
す
る
手
が
か
り
が
得

ら
れ
よ
う
。

ま
た
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
一
般
民
衆
の
移
動
を
も
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
伝
舎
な
ど
の
旅
行
者
用
施
設
は
戦
国
期
以
来
存
在
し

て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
公
用
旅
行
者
用
で
あ
っ
た

(
６)

。
ま
た
漢
代
民
衆
に
は
農
民
が
多
く
、
長
期
間
耕
地
を
放
置
で
き
る
の
か

(

７)

、
戸
籍
を

通
じ
て
民
衆
一
人
一
人
を
把
握
す
る

｢

個
別
人
身
支
配｣

の
運
用
上
、
国
家
が
民
衆
の
移
動
や
旅
行
に
抑
制
的
で
は
な
い
か

(

８)

、
と
い
う

点
か
ら
、
従
来
は
民
衆
の
長
距
離
・
長
期
間
の
移
動
に
つ
い
て
は
懐
疑
的
に
み
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
は
史
料
に

み
え
る
辺
郡
へ
赴
い
た
民
衆
の
事
例
は
数
多
い
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
点
を
、
一
九
七
二
・
七
三
年
に
Ａ
32
肩
水
金
関
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
漢
簡
に
み
え
る
通
行
証

｢

伝｣
｢

致｣

を

中
心
に
検
討
す
る
。
同
遺
跡
は
、
漢
代
に
お
い
て
は
河
西
回
廊
か
ら
弱
水
沿
い
に
北
上
し
、
居
延
県
へ
至
る
途
上
に
設
け
ら
れ
た
関
所

で
あ
っ
た
。
角
谷
常
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る
通
り

(

９)

、
辺
境
防
衛
組
織
で
あ
る
候
官
に
属
し
た
中
小
の
関
所
で
あ
る
が
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
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関
所
を
通
過
し
た
人
々
の
記
録
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
本
稿
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
中
の
Ａ
32
出
土
簡
に
つ
い
て
は

｢

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡｣

、
一
九
七
二
・
七

三
年
の
も
の
は

｢

肩
水
金
関
漢
簡｣

と
称
す
る
。

一
、
肩
水
金
関
出
土
簡
牘
中
の
関
連
史
料
と
そ
の
集
計

(

一)
伝
と
致

最
初
に
、
検
討
の
基
盤
と
な
る
史
料
や
語
句
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
本
稿
で

｢

民
衆｣

と
し
た
場
合
、
官
吏
や
官
吏
に
準
ず
る
地
位

に
あ
る
者

(�)
、
ま
た
は
兵
役
・
力
役
に
徴
発
さ
れ
た
者
、
こ
れ
ら
以
外
の
人
々
を
示
す
。
彼
ら
が
直
接
的
に
は
個
人
的
な
必
要
で
行
な
っ

た
用
務
を

｢

私
用｣

と
称
す
る

(�)
。

内
郡
か
ら
私
用
で
肩
水
金
関
を
通
過
し
た
人
々
の
記
録
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
、
通
行
証

｢

伝｣

で
あ
る

(�)

。
以
下
に
民
衆
の
私

用

(

商
用)

の
伝
の
事
例
を
示
す
。

甘
露
四
年
正
月
庚
辰
朔
乙
酉
南�
嗇
夫
胡
敢
告
尉
史
臨
利
里
大
夫
陳
同
自
言
爲
家
私
市
張
掖
居
延
界
中�
案
同
毋

官
獄�
事
當
得
傳
可
期
言
廷
敢
言
之
正
月
乙
酉
尉
史�
敢
言
之�
案
同
年�
如
書
毋
官
獄�

事
當
傳
移��
縣
侯
國
勿
苛
留
敢
言
之
正
月
乙
酉
西
鄂
守
丞
樂
成
侯
國
尉
如
昌
移��
如
律
令
／
掾
干
將
令
史
章

(

正
面)

甘
露
四

(

前
五
〇)

年
正
月
一
八
日
、
南
郷
嗇
夫
の
胡
、
尉
史
に
申
し
上
げ
ま
す
。
臨
利
里
の
大
夫
、
陳
同
が

｢

家
の
た
め
に
張

掖
居
延
の
管
轄
区
域
内
で
個
人
的
売
買
を
し
た
い｣

と
申
し
立
て
ま
し
た
。
謹
ん
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
に
は
裁
判
に
か
か
わ

肩
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る
出
頭
命
令
は
な
く
、
伝
を
取
得
で
き
ま
す
。
期
間
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
廷
に
言
上
願
い
ま
す
。
以
上
申
し
上
げ
ま
す
。
正
月

一
八
日
、
尉
史
の�
、
申
し
上
げ
ま
す
。
謹
ん
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
同
の
年
爵
は
書
類
の
通
り
で
あ
り
、
裁
判
に
か
か
わ
る
出

頭
命
令
は
な
く
、
伝
を

(

発
給)

で
き
ま
す
。
通
行
す
る
県
・
侯
国
に
送
り
厳
し
く
留
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
い
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
ま
す
。
正
月
一
八
日
、
西
鄂
守
丞
で
楽
成
侯
国
尉
の
如
昌
、
通
行
す
る
所
に
送
る
。
律
令
の
通
り
に
執
行
せ
よ
。

掾
干
将
・
令
史
章

西
鄂
守
丞
印

(

背
面)

(

肩
水
金
関
漢
簡�������������)

肩
水
金
関
出
土
の
伝
は
、
通
過
者
が
所
持
す
る
伝
の
内
容
を
肩
水
金
関
で
複
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
伝
に
つ
い
て
は
紀

年
が
明
確
な
も
の
も
あ
り
、
本
稿
で
使
用
し
た
伝
の
中
の
紀
年
簡
は
末
尾
附
表
に
集
計
を
掲
げ
た
。
前
漢
宣
帝
期
が
多
い
が
、
そ
れ
以

降
の
王
莽
期
ま
で
一
定
数
み
ら
れ
る
。
鈴
木
直
美
氏
の
集
計
に
よ
れ
ば

(�)
、
肩
水
金
関
漢
簡
紀
年
簡
は
、
宣
帝
期
の
も
の
が
多
め
で
は
あ

る
が
、
前
漢
昭
帝
期
〜
両
漢
交
替
期
ま
で
存
在
し
て
い
る
。
本
稿
で

｢

前
漢
後
半
期｣

と
称
し
た
所
以
で
あ
る
。

肩
水
金
関
を
通
過
し
た
人
々
の
史
料
と
し
て
他
に

｢
致｣

が
あ
る
。
致
に
つ
い
て
本
稿
で
は
青
木
俊
介
氏
の
理
解
に
依
拠
し

｢

旅
行

者
が
所
持
す
る
規
制
対
象
品
が
規
制
内
で
あ
る
旨
証
明
し
た
も
の
で
、
本
文
と
致
籍
か
ら
構
成
さ
れ
る｣

と
す
る

(�)

。
本
稿
で
は
旅
行
者

に
関
す
る
情
報
が
名
籍
形
式
で
記
さ
れ
た
致
籍
を
利
用
す
る
。
そ
の
記
載
内
容
に
は
幅
が
あ
る
が
、
旅
行
者
の
本
籍
地
の
他
、
年
齢
や

字
、
身
体
的
特
徴
や
乗
車
・
家
畜
等
の
所
持
品
情
報
が
記
さ
れ
る
。
民
衆
の
も
の
と
思
わ
れ
る
事
例
を
例
示
す
る
。

河
南
郡�
陽
常
富
里
大
夫
張�
衆
年
廿
六��
色
長
七
尺
二
寸
四
月
甲
辰
入

牛
車
一
兩

(

肩
水
金
関
漢
簡������������)

河��
中
侍
里
汪
罷
軍
年
卅
八
字
君
長

乘
方
相
車�龍
牡
馬
一
匹
齒
十
五

八
月
辛
卯
入

(

肩
水
金
関
漢
簡������������)
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�
得
新
成
里
公
乘
王
利
年
卅
二
長
七
尺
二
寸�
色
牛
車
一
兩

十
二
月
戊
寅
出

弩
一
矢
五
十

(

肩
水
金
関
漢
簡��������������)

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
肩
水
金
関
を
通
過
し
た
民
衆
の
本
籍
地
を
記
し
て
い
る
点
で
、
民
衆
の
辺
郡
へ
の
移
動
を
考
え
る
た
め
に
好
適
な

史
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
伝
と
致
籍
で
民
衆
の
も
の
と
思
わ
れ
る
事
例
を
集
め
、
そ
の
本
籍
地
に
つ
い
て
郡
国
ご
と
に
集
計
し
た
上
で
、

検
討
の
材
料
と
す
る
。

(

二)
集
計
の
内
容
に
つ
い
て

次
に
、
集
計
に
利
用
し
た
史
料
を
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
抜
し
た
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。

伝
に
つ
い
て
は
、
既
に
註

(

12)
所
掲
な
ど
の
先
行
研
究
に
よ
り
、
私
用
の
伝
・
公
用
の
伝
で
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
語
句
や
書
式
が

判
明
し
て
お
り
、
例
え
ば
、｢

私
市｣

や

｢
毋
官
獄
徴
事
當
得
傳｣

と
い
っ
た
語
句
が
あ
れ
ば
、
伝
の
申
請
者
自
身
の
情
報
が
欠
落
し

て
い
て
も
、
民
衆
の
私
用
の
伝
か
ど
う
か
の
判
別
が
つ
く
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
本
籍
地
が
明
確
な
事
例
を
集
計
し
た
。
本
籍
地
の
確
認

に
は
、
伝
に
申
請
者
の
戸
籍
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
採
り
、
不
明
な
場
合
は
伝
の
発
給
県
が
わ
か
れ
ば
そ
れ
を
本
籍
地
と
し
た

(�)

。

伝
に
比
べ
て
致
籍
は
欠
損
が
あ
っ
た
場
合
、
他
の
名
籍
類
と
の
区
別
が
難
し
い
点
が
あ
る
。
前
掲
の
三
例
の
よ
う
に
、
写
真
か
ら
完

形
ま
た
は
記
載
内
容
の
欠
損
は
な
い
と
思
わ
れ
る
致
籍
の
事
例
を
み
る
と
、
民
衆
の
致
籍
は
、
官
職
名
や
戍
卒
・
田
卒
な
ど
と
い
っ
た

身
分
を
示
す
語
句
が
な
く
、
本
籍
地
・
姓
名
・
年
齢
と
い
っ
た
情
報
の
他
、
①
所
持
品
、
②
身
長
、
③

｢

黒
色｣

な
ど
の
顔
色
、
④
字
、

⑤

｢

出
入｣

関
連
、
こ
れ
ら
の
記
載
が
少
な
く
と
も
一
つ
は
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
記
載
が
あ
る
か
、
欠
損
は
あ
る
が

残
存
す
る
文
字
な
ど
か
ら
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
事
例
に
つ
い
て
、｢

致
Ａ｣
と
し
て
集
計
し
た
。
た
だ
し
、
明
ら
か
に
他
の
人
の
保
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護
下
に
あ
る
事
例

(

例：
｢

葆｣

と
明
記
が
あ
る
事
例)

や
、
そ
う
推
測
さ
せ
る
事
例

(

例：

五
歳
以
下
の
幼
児
の
事
例)

は
採
用
し
な
か
っ

た
。一

方
、
身
分
を
示
す
語
句
の
記
載
が
な
い
も
の
の
先
の
①
〜
⑤
の
記
載
を
欠
く
も
の
や
、
欠
損
に
よ
り
①
〜
⑤
の
記
載
の
有
無
が
判

然
と
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
一
例
ず
つ
掲
げ
て
お
く
。

淮
陽
新�妻
陽
安
里
卜
免

〜

(

肩
水
金
関
漢
簡�����������)

河�
郡�
倚
林
里
楊
衆
五
十
五

／□

(

肩
水
金
関
漢
簡�����������)

前
者
の
事
例
は
特
に
欠
損
は
な
く
官
職
や
身
分
を
示
す
記
載
も
な
い
が
、
①
〜
⑤
の
記
載
も
な
い
。
例
に
掲
げ
た�������

は
、���

����
・��
・��
と
淮
陽
郡
新�妻
県
出
身
者
が
連
続
し
、
し
か
も�������
は

｢

淮
陽
新�妻
當
市
里
周
餘

逋

〜｣

と
、
逃
亡
を
意

味
す
る

｢

逋｣

字
が
あ
り

(�)
、
力
役
な
ど
で
徴
発
さ
れ
た
民
衆
の
致
籍
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
後
者
の
事
例
は
欠
損
に
よ
り

①
〜
⑤
の
記
載
の
有
無
が
確
認
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
民
衆
の
致
籍
か
ど
う
か
が
不
明
瞭
な
点
が
あ
る
点
を
考
慮
し
、｢

致

Ｂ｣

と
し
て
集
計
し
た
。
そ
の
上
で
、
伝
・
致
Ａ
・
致
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
集
計
結
果
と
全
体
の
合
計
数
を

[

表
一]

と
し
て
掲
げ
、
ま
た

利
用
し
た
簡
の
簡
番
号
は

[

附
表]

と
し
て
末
尾
に
掲
げ
た
。

二
、
肩
水
金
関
を
通
過
し
た
民
衆
の
本
籍
地
郡
国
に
つ
い
て

以
下
、
集
計
結
果
を
元
に
作
成
し
た
表
を
元
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。[
表
一]

で
は
、
郡
国
の
大
ま
か
な
地
理
的
位
置
を
把
握
し

や
す
い
よ
う
、
司
隷
と
一
三
州
、
辺
郡
を
基
準
に
郡
国
を
分
け
て
表
示
し
た
。
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表一 郡国別の伝・致数と割合

部 郡国 伝数 伝％ 致Ａ数 致Ａ％ 致Ｂ数 致Ｂ％ 合計数 合計％

京兆尹 � ��� �� ��� � ��� �� ���
左馮翊 � ��� � ��� � � � ���
右扶風 � ��� �� ��� � ��� �� ���

司隷 弘農 � � � ��� � ��� � ���
河南 �� ���� �� ���� �� ���� ��� ����
河内 � ��� � ��� �� ��� �� ���
河東 � � � ��� � ��� �� ���

并州
太原 � � � ��� � � � ���
上党 � � � � � ��� � ���

冀州
魏 � � � ��� � ��� � ���
鉅鹿 � � � � � ��� � ���
東 � � � � � ��� � ���
陳留 � � � � � ��� � ����州 定陶・済陰 � � � ��� � ��� � ���
大河 � � � � � ��� � ���
淮陽 � � � ��� �� ��� �� ���
潁川 � � � � � ��� � ���
汝南 � ��� � � � ��� � ���

豫州 梁 � ��� � � � ��� � ���
沛 � � � � � ��� � ���
魯 � � � ��� � � � ���

荊州 南陽 � ��� � ��� � ��� �� ���
青州 斉 � ��� � ��� � ��� � ���
揚州 会稽 � � � � � ��� � ���
益州 蜀 � � � � � ��� � ���

安定 � � � ��� � � � ���
隴西 � � � ��� � ��� � ���
武威 � � � ��� � � � ���
金城 � ��� � � � � � ���
張掖 �� ���� �� ���� �� ���� ��� ����
酒泉 � ��� � ��� �� ��� �� ���
敦煌 � � � � � ��� � ���
代 � � � ��� � � � ���

合計 ― �� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���
※％の数値は小数点第二位以下切り捨て｡ 以下､ 同じ｡

西

北

辺

郡



ま
ず
気
が
付
く
の
が
、
肩
水
金
関
が
位
置
し
た
張
掖
郡
に
本
籍
地
を
有
す
る
民
衆
が
一
番
多

い
こ
と
で
あ
り
、
伝
と
致
Ａ
で
そ
れ
ぞ
れ
四
割
程
度
、
致
Ｂ
を
含
め
た
全
体
で
は
三
割
以
上
を

占
め
る
。
い
わ
ば
地
元
で
あ
る
以
上
は
当
然
と
も
い
え
る
が
、
張
掖
郡
民
が
比
較
的
活
発
に
移

動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
張
掖
郡
と
他
の
河
西
の
郡
を
中
心
と
し
た
地
域

か
ら
み
て
い
く
。
張
掖
郡
民
を
県
別
に
示
し
た
の
が

[

表
二]

で
あ
る
。
張
掖
郡
二
八
例
を
数

え
る
伝
の
中
で
は
、
居
延
県
民
に
よ
る
も
の
が
一
六
例
と
六
割
近
く
を
占
め
る

(�)

。
こ
れ
は
、
居

延
県
民
は
移
動
に
際
し
て
例
外
な
く
肩
水
金
関
を
通
過
せ
ざ
る
を
得
な
い
地
理
的
条
件
が
あ
る

た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
居
延
県
民
の
致
の
事
例
は
多
く
は
な
く
、
残
存
状
況
に
偶
然
の
偏

り
が
生
じ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
全
体
的
に
多
い
の
は
太
守
府
所
在
地
の�
得
県
で
、
こ

こ
が
張
掖
郡
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

伝
で
判
明
す
る
目
的
地
に
つ
い
て
は
近
隣
郡
国
が
多
く
、
居
延
県
民
は

｢

張
掖
・
酒
泉
郡
中｣

が
多
い
が
、
居
延
県
が
発
給
し
た
伝
に

｢

爲
家
私
市
張
掖
酒
泉
武
威
金
城
三
輔
大
常
郡
中｣

(

肩
水
金
関
漢
簡���������)
と
、
関
中
ま
で
を
目
的
地
と
す
る
事
例
が
あ
る
。
他
に
も
発
給
県

名
・
申
請
者
戸
籍
が
不
明
で
集
計
に
入
れ
な
か
っ
た
が
、｢

取
傳
爲
家
賣
牛
長
安｣

(

肩
水
金
関

漢
簡���������)
と
記
し
た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
事
例
は
肩
水
金
関
を
通
過
し
て
長
安
へ
向
か

う
居
延
県
民
と
推
測
さ
れ
る
が
、
河
西
に
つ
い
て

｢

涼
州
の
畜
は
天
下
の
饒
為
り｣

と
す
る
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表二 張掖郡県別伝・致

伝数 伝％ 致Ａ数 致Ａ％ 致Ｂ数 致Ｂ％ 合計数 合計％�得 � ���� �� ���� �� ���� �� �����池 � � �� ���� � ��� �� ���
昭武 � ���� � ��� � ���� �� ����
居延 �� ���� � ��� � ��� �� ����
日勒 � � � ��� � ��� � ���
屋蘭 � ��� � ��� � ��� � ���
驪�干 � � � ��� � � � ���
刪丹 � ��� � � � � � ���
合計 �� ��� �� ��� �� ��� ��� ���



『

漢
書』

地
理
志
の
一
節
を
想
起
さ
せ
る
。

取
得
理
由
を

｢

私
市｣

｢

私
使｣

と
記
し
た
伝
の
各
郡
の
事
例
を
示
し
た
も
の
が

[

表

三]

で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
事
例
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、｢

私
市｣

が
張
掖
郡
で

七
例

(

内
五
例
が
居
延
県)

あ
り
、
伝
の
取
得
理
由
と
し
て
商
行
為
が
一
般
的
な
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
両
漢
交
替
期
の
事
例
で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年
代
居

延
漢
簡

｢

建
武
三
年
候
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

冊
書
で
、
甲
渠
候
の
粟
君
か
ら
魚
を
運
送
し

販
売
ま
で
委
託
さ
れ
る
業
務
を
請
け
負
っ
た
寇
恩
が
、
居
延
県
か
ら�
得
ま
で
出
向
い
た

例
を
想
起
す
れ
ば

(�)
、
居
延
県
民
は
必
要
物
品
の
売
買
な
ど
で�
得
に
出
向
く
必
要
が
度
々

あ
り
、
そ
れ
で
不
足
で
あ
れ
ば
関
中
あ
た
り
ま
で
赴
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
居
延
県
民
以
外
で
は
、
刪
丹
県
か
ら

｢

爲
家
私
使
之
居
延｣

(

肩
水
金
関
漢
簡���

�����)
、
屋
蘭
県
か
ら

｢

爲
家
私
使
居
延｣

(

肩
水
金
関
漢
簡���������)

と
い
う
事
例
が

み
ら
れ
る
。｢
私
使｣

を
し
よ
う
と
い
う
理
由
は
不
明
だ
が
、
一
つ
の
推
測
と
し
て
は
、

居
延
県
所
在
の
張
掖
郡
出
身
少
吏
・
卒
ら
と
そ
の
家
族
や
知
人
の
間
で
連
絡
が
必
要
と
な

り
、
居
延
県
と
本
籍
地
と
の
間
を
往
来
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
官
吏
の
家
族
に
は

関
所
を
複
数
回
通
過
可
能
な

｢
家
属
符｣

が
あ
り

(�)
、
戍
卒
や
家
属
符
の
範
囲
内
に
入
ら
な

い
官
吏
の
親
族
・
知
人
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。
他
に
も
註

(

15)

で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
籍

肩
水
金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
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表三 伝の取得目的

私市 ( ) 内は発給県名 私使 ( ) 内は発給県名

河南郡�陽 ���������������������������� 京兆尹 ��������(長安)
河南郡

������(河南)��������(偃師)���������(原武) 右扶風 �������(雍)
河内郡 �����(温) 南陽郡 ������(宛)�������(宛)
京兆尹 �������(長安) 張掖郡

������(刪丹)��������(屋蘭)�������(�得)
南陽郡 �������(西鄂)��������(宛) 金城郡 ��������(允吾)
張掖郡�得 ����������� 不明 �������(甘陵)
張掖郡居延

���������������������������������� 簡番号の ��表記は省略した｡



地
で
は
な
い
居
延
に
耕
地
を
有
す
る
人
々
も
い
る
の
で
、
全
て
が
戍
卒
の
家
族
や
官
吏
の
親
族
と
は
い
え
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

居
延
を
は
じ
め
と
す
る
辺
境
防
衛
機
構
の
存
在
が
、
郡
内
移
動
を
促
す
要
因
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う

(�)

。

張
掖
郡
以
外
の
西
北
辺
郡
と
し
て
は
、
酒
泉
郡
が
伝
・
致
Ａ
・
致
Ｂ
の
合
計
数
と
し
て
多
い
。
こ
れ
は
、
酒
泉
郡
が
張
掖
郡
の
隣
郡

で
、
か
つ
弱
水
の
上
流
に
あ
た
る
呼
蠶
水

(

現
・
北
大
河)

や
羌
谷
水

(

現
・
黒
河)

に
近
い
県
が
多
く
、
居
延
と
比
較
的
往
来
し
や
す

い
地
理
的
条
件
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
西
北
辺
郡
以
外
の
郡
国
に
目
を
移
す
と
、
極
め
て
広
範
囲
の
郡
国
か
ら
の
民
衆
が
肩
水
金
関
を
通
過
し
て
い
る
事
実
が
あ
ら

た
め
て
明
確
に
な
る
。
河
西
四
郡
だ
け
で
三
〜
四
割
を
占
め
る
も
の
の
、
逆
に
み
れ
ば
六
〜
七
割
が
河
西
以
外
か
ら
の
人
々
で
あ
り
、

従
来
の
居
延
漢
簡
中
で
は
ほ
と
ん
ど
事
例
が
な
か
っ
た
、
会
稽
や
斉
な
ど
遠
方
の
地
域
の
民
衆
も
肩
水
金
関
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
民
衆
の
移
動
が
広
範
囲
・
遠
距
離
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
も
突
出
し
て
多

い
の
が
河
南
郡
の
民
衆
で
あ
る
。
伝
・
致
Ａ
・
致
Ｂ
い
ず
れ
に
お
い
て
も
張
掖
郡
に
次
ぐ
二
番
目
の
事
例
数
が
あ
り
、
史
料
の
残
存
状

況
の
偶
然
の
偏
り
で
は
説
明
で
き
な
い
。
第
三
節
で
考
察
し
た
い
。

指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、
居
延
漢
簡
で
居
延
都
尉
府
・
肩
水
都
尉
府
へ
戍
卒
を
多
く
出
し
て
い
た
郡
国
の
民
衆
が
さ
ほ
ど
多
く
な
い

こ
と
で
あ
る

(

註

(

５)

所
掲
拙
稿
・
周
宇
論
考
参
照)

。
例
え
ば
、
拙
稿
で
の
集
計
で
Ａ
８
甲
渠
候
官
出
土
漢
簡
の
戍
・
田
卒
出
身
郡
国

の
上
位
一
〜
四
位
を
占
め
て
い
た
魏
郡
は
合
計
％
で
一･

九
％
、
東
郡
〇･

六
％
、
南
陽
郡
三･

六
％
、
河
東
郡
二･

一
％
と
な
っ
て
お
り
、

四
郡
合
計
で
一
割
に
満
た
な
い
。
ま
た
肩
水
都
尉
府
指
揮
下
の
戍
・
田
卒
出
身
地
と
し
て
多
か
っ
た
淮
陽
郡
は
合
計
％
で
四･

〇
％
、

済
陰
郡

(

定
陶
国)

は
一･

〇
％
と
な
っ
て
い
て
、
六
郡
合
計
で
よ
う
や
く
一
三
％
を
超
え
る
。
他
の
郡
国
に
比
べ
て
突
出
し
て
多
い
と
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は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、
戍
卒
を
多
く
居
延
方
面
へ
出
し
て
い
た
地
域
で
あ
っ
て
も
、
同
一
地
域
の
民
衆
が
私
用
で
多
く
居
延
方
面
へ

赴
く
こ
と
を
選
択
し
た
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
が
関
与
し
て
行
な
わ
れ
た
戍
・
田
卒
ら
の
移
動
と
、
民
衆
の

自
発
的
な
移
動
と
の
差
が
表
れ
た
も
の
で
、
国
家
関
与
の
下
で
継
続
的
に
実
施
さ
れ
た
特
定
地
域
か
ら
の
特
定
地
域
へ
の
戍
・
田
卒
の

移
動
が
、
移
住
を
伴
わ
な
い
民
衆
の
私
用
に
よ
る
移
動
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
商
行
為
を
目
的
と
す
る
移

動
で
は
、
各
民
衆
が
よ
り
多
く
の
経
済
的
利
益
を
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
地
域
を
行
先
に
選
ぶ
が
、
そ
の
際
に
自
己
な
い
し
近
隣
の
人
々

の
兵
役
経
験
な
ど
で
事
情
が
わ
か
る
地
域
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
選
択
基
準
と
し
て
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

無
論
、
地
理
的
な
位
置
を
勘
案
す
る
と
、
や
は
り
一
定
の
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
司
隷
校
尉
部
の
三
輔
・
弘
農
・
三
河
の
地
は
、
河
南

郡
を
除
い
て
も
、
六
郡
あ
わ
せ
て
合
計
％
で
一
九･

四
％
を
占
め
る
。
こ
れ
に
河
南
郡
を
加
え
る
と
四
三･

一
％
と
な
り
、
張
掖
郡
を
上

回
る
。
こ
れ
は
、
何
ら
か
の
国
家
の
関
与
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
人
口
密
集
地
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
物
理
的
な
距
離
に
し
て
も
交

通
路
に
し
て
も

(�)
、
河
西
と
の
往
来
に
比
較
的
便
利
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
両
漢
交
替
期
の
混
乱
期
に
、
三
輔
、
と
り
わ
け
西
方

の
右
扶
風
を
本
籍
と
す
る
者
が
河
西
に
流
入
し
て
い
る
事
例
が

『

後
漢
書』

に
み
ら
れ
る
こ
と
も
そ
の
傍
証
に
な
ろ
う
。
南
陽
郡
が
合

計
％
で
三･

六
％
を
占
め
る
の
も
、
武
関
・
長
安
経
由
で
比
較
的
河
西
に
行
き
や
す
く
、
河
南
郡
な
ど
と
条
件
が
似
て
い
る
た
め
で
あ

ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
偏
り
は
あ
る
と
は
い
え
、
か
な
り
広
い
範
囲
か
ら
や
っ
て
き
て
肩
水
金
関
を
往
来
し
て
い
た
民
衆
ら
で
あ
る
が
、
彼
ら

が
居
延
ま
で
赴
い
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
無
論
、
大
半
が
伝
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、｢

家
の
為
に
私
に
使
い｣

す
る
か
、｢

家
の
為

に
私
に
市
い｣

す
る
か
の
い
ず
れ
か
に
類
す
る
目
的
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
前
者
な
ら
ば
相
手
が
居
延
に
い
る
た
め
肩
水
金
関
を

肩
水
金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
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往
来
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
、
居
延
に
遠
方
か
ら
来
る
だ
け
の
商
業
上
の
利
点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
が
、
河
西
は
東
西
交
易
路
東
端
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
そ
の
交
易
の
末
端
に
関
わ
っ
て
利
益
を
得
た
い
と
考

え
た
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
河
西
回
廊
は
本
質
的
に
は
関
中
と
西
域
と
を
結
ぶ
交
通
路
に
過
ぎ
ず
、
河
西
自
体
で
交
易
が
盛
ん
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
皆
無
で

(�)
、
大
都
市
長
安
を
擁
す
る
三
輔
地
域
・�
陽
を
擁
す
る
三
河
地
域
の
人
々
が
、
河
西
の
、
そ
れ
も

主
要
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
肩
水
金
関
を
往
来
す
る
必
要
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
伝
に
記
さ
れ
た

｢

爲
家
私
市｣

と
い
う
用
務
が
全
く
の
方
便
で
の
み
記
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
と
す
れ
ば
、
何

ら
か
の
経
済
的
な
理
由
が
あ
っ
て
河
西
や
居
延
の
地
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
東
西
交
易
が
盛
ん
と
い
う
わ
け
で
も

な
い
辺
境
郡
県
で
内
郡
の
人
々
を
引
き
つ
け
ら
れ
る
も
の
は
、
涼
州
の
家
畜
な
ど
と
い
っ
た
特
産
品
の
他
は
、
貨
幣
以
外
な
い
の
で
は

な
い
か
。

永
田
英
正
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
辺
境
の
軍
事
地
帯
や
そ
の
周
辺
は
、
内
郡
よ
り
定
期
的
に
運
ば
れ
る
賦
銭
が
供
給
さ
れ
て
い

た

(�)
。
し
か
も
、
河
西
地
域
の
郡
県
は
設
置
が
新
し
い
だ
け
に
人
口
も
少
な
い
反
面
、
賦
銭
供
給
の
目
的
で
あ
る
、
俸
給
支
払
い
の
対
象

者
で
あ
る
官
吏
の
数
は
、
辺
境
防
衛
組
織
の
存
在
も
あ
っ
て
他
の
郡
県
と
極
端
な
差
は
な
い
。
人
口
を
基
準
に
す
れ
ば
、
河
西
で
の
貨

幣
流
通
量
は
相
対
的
に
は�
多
い�
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
穀
物
な
ど
の
物
資
を
官
僚
機
構
が
恒
常
的
に
買
い
上
げ
て
お
り
、
交
易
が

盛
ん
で
は
な
い
反
面
、
一
定
の
官
需
が
常
に
存
在
し
た
。
以
下
に
例
を
掲
げ
て
お
く
。

出
錢
四
千
三
百
卅
五��
得
粟
五
十
一
石
石
八
十
五

(

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡���������)

出
錢
四
千
五
百
八
月
乙
丑
給
令
史
張�
爲
市
／□

(

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡��������)
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出
錢
二
百
買
木
一
長
八
尺
五
寸
大
四
韋
以
治
罷
卒
籍
令
史
護
買
／□

(

一
九
七
〇
年
代
居
延
漢
簡������������)

さ
ら
に
辺
郡
の
吏
民
が
内
郡
産
物
品
を
個
人
的
に
購
入
す
る
た
め
、
後
掲
の
居
延
漢
簡
等
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
一
定
の
民
需
も
存
在

す
る
。
貨
幣
を
得
た
い
者
の
行
先
と
し
て
選
択
肢
と
な
る
地
域
と
い
え
る
。

漢
代
の
貨
幣
に
つ
い
て
は
様
々
な
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
佐
原
康
夫
氏
は
前
漢
後
半
期
の
段
階
に
お
い
て
、
国
家
の
財
政
手
段
と
し

て
の
性
格
が
強
い
と
指
摘
し
て
い
る

(�)
。
個
々
の
一
般
の
民
の
立
場
で
は
、
そ
れ
は
銭
納
を
原
則
と
す
る
税
と
い
う
形
態
で
現
れ
る
が
、

そ
の
た
め
に
銭
の
入
手
を
必
要
と
し
た

(�)
。
居
延
漢
簡
に
も
、
内
郡
で
徴
収
さ
れ
た
賦
銭
の
袋
に
付
さ
れ
た
検
が
複
数
存
在
す
る
。

廣

秋

五
千

王�
少
三

�
賦

□
佐
四

(

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡��������)

�
東
利
里
父
老
夏�
等�
數

□□

秋
賦
錢
五
千

陽

西�
守
有
秩
志
臣
佐
順
臨

□
□
親
具

(

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡��������)

こ
の
た
め
、
農
民
で
あ
れ
ば
、
農
作
物
や
そ
の
他
の
産
品
な
ど
を
売
却
し
て
貨
幣
を
入
手
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
居
住

地
近
傍
で
の
売
買
で
必
要
な
量
の
貨
幣
を
確
保
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
多
田
狷
介
氏
に
よ
れ
ば
、
前
漢
後
半
期
以
降
、
地
方
豪
族
が

地
方
商
業
の
担
い
手
と
し
て
出
現
す
る
が
、『

四
民
月
令』

に
み
え
る
豪
族
の
月
別
売
買
リ
ス
ト
か
ら
、
個
々
の
小
農
民
の
収
穫
物
が

豪
族
に
よ
っ
て
収
穫
期
に
は
安
く
買
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う

(�)
。

で
あ
れ
ば
、
民
衆
の
中
に
は
同
じ
品
物
で
よ
り
多
く
の
貨
幣
を
得
る
た
め
、
伝
を
取
得
し
て

(�)
、
比
較
的
貨
幣
が
多
く
出
廻
っ
て
い
る

辺
郡
で
、
官
府
の
官
需
や
内
郡
の
物
産
を
購
入
し
た
い
と
考
え
る
吏
民
を
対
象
と
し
た
個
人
的
売
買
を
行
な
お
う
と
す
る
者
が
出
現
す
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る
の
で
は
な
い
か
。

二
月
戊
寅
張
掖
大
守�
庫
丞
承
熹�
行
丞
事
敢
告
張
掖
農�
尉
護
田
校
尉
府
卒
人
謂
縣
律
曰
臧
它
物
非

錢�
以
十
月�
賈
計
案
戍
田
卒�
官
袍
衣
物
貪
利
貴
賈
貰
豫
貧
困
民
吏
不
禁
止��
多
又
不
以
時
驗
問

(

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡������)

二
月
戊
寅
、
張
掖
太
守
の
福
、
庫
丞
の
承
熹

(

太
守
丞
の
業
務
を
代
行)

、
張
掖
農
都
尉
・
護
田
校
尉
府
に
通
告
し
、
県
へ
通
達
す

る
。
律
に
は

｢

そ
の
他
の
盗
品
は
銭
で
な
い
も
の
は
、
一
〇
月
の
平
均
価
格
で
計
算
す
る｣

と
あ
る
。
考
え
る
に
、
戍
・
田
卒
は

官
給
衣
服
を
受
領
す
る
と
利
益
を
む
さ
ぼ
っ
て
高
い
価
格
で
貧
困
な
民
に
か
け
売
り
を
し
て
い
る
が
、
禁
止
し
な
け
れ
ば
拡
が
っ

て
益
々
増
え
、
ま
た
時
期
を
み
は
か
ら
っ
て
監
査
し
な
け
れ
ば
…

よ
く
知
ら
れ
た
、
戍
卒
官
給
衣
服
類
の
売
買
行
為
で
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
戍
卒
ら
の
行
為
が
問
題
と
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
戍
田
卒
に
よ
る
官
給
品
の
売
買
で
あ
る
が
、
内
郡
か
ら

｢

爲
家
私
市｣

を
目
的
に
赴
い
た
民
衆
ら
も
同
様
の
商
行
為
を
行
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
居
延
漢
簡

(

肩
水
金
関
漢
簡
を
除
く)
を
用
い
て
、
売
買
関
係
簡
を
整
理
し
た
角
谷
常
子
氏
に
よ
れ
ば
、
取
引
物
品
は
繊

維
製
品
が
多
い

(�)
。
こ
れ
は
戍
卒
ら
が
官
給
衣
類
・
繊
維
製
品
を
売
却
す
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、

��
二
年
十
月
廿
六
日
廣�
縣
廿�
里
男
子��
悳
賣
布
袍
一
陵
胡
隧
長

張
仲
孫�
賈
錢
千
三
百
約
至
正
月
□
□
任�
□
□
□

□
□
□
□

(

敦
煌
漢
簡�����������������)

と
、
戍
卒
以
外
の
者
も
繊
維
製
品
を
持
ち
込
ん
で
売
却
し
て
お
り
、
か
さ
ば
ら
ず
比
較
的
高
価
に
売
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
品
物
が
、

河
西
で
は
繊
維
製
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う

(�)
。
こ
れ
以
外
に
も
、
多
種
多
様
な
物
品
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
戍
田
卒
ら

東

洋

学

報

第
九
十
九
巻

第
三
号

14

二
四
八



の
売
買
か
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
内
郡
か
ら
来
た
民
衆
の
中
に
は
、
経
済
的
・
労
力
的
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、
近
隣
の
民
衆
同
士
が
共
同
で
遠
距
離
の
売
買
を

実
施
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
も
あ
る
。

／□
與
同
里
張
利
中
自
言
爲
家
私
市
張
掖
酒
泉
□
□
持
□
□
／□

／□
…
…
／□

(

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡���������)

…
同
里
の
張
利
中
と

｢
家
の
た
め
に
張
掖
酒
泉
…
で
個
人
的
売
買
…｣

と
申
し
立
て
ま
し
た
…

／□
弘
敢
言
之�
里
男
子
張
忠
臣
與
同
里
／□

／□
年
卅
四��
正
□
大
夫
年
十
八�
皆
毋
官
獄
／□

／□
□
勿
苛
留
止
如
律
令

／
令
史
始
□
／□

(

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡���������)

…
弘
申
し
上
げ
ま
す
。
祝
里
の
男
子
張
忠
臣
が
同
里
…
は
年
三
四
歳
、
譚
正
□
は
、
大
夫
、
年
一
八
歳
で
、
皆
公
用
・
裁
判
に
か

か
わ
る
…
は
な
く
…
通
行
す
る
県
・
侯
国
は
厳
し
く
留
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
律
令
の
通
り
に
執
行
せ
よ
。
／
令
史
始
□
…

こ
れ
は
共
同
で
遠
隔
地
で
の
売
買
に
従
事
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う

(�)
。
張
掖
郡
民
の
例
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し

た
場
合
は

｢

同
伝｣

と
称
し
伝
を
同
じ
く
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

�
得
成�
里
薛
□
□
年
卅
四
年
七
月
中
與
同
縣
男
子
趙

廣
同
傳
今
廣
以
八
月
中
持
傳
出
入
…
…

欲
復
故
傳
前
入
…
…

(

肩
水
金
関
漢
簡�������������)

肩
水
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�
得
成
漢
里
の
薛
□
□
、
年
齢
三
四
、
こ
の
年
の
七
月
中
に
同
県
の
男
子
趙
広
と
伝
を
同
じ
く
し
た
。
今
、
広
は
八
月
中
に
伝
を

持
っ
て
出
入
し
…
…
ま
た
古
い
伝
で
前
に
入
…
…
し
た
い
と
…

以
上
の
史
料
か
ら
、
河
西
地
域
に
は
戍
田
卒
や
徙
民
な
ど
の
国
家
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
人
の
流
入
以
外
に
、
自
発
的
に
他
地
域

と
往
来
す
る
人
々
の
流
れ
が
継
続
的
に
存
在
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

推
測
に
な
る
が
、
前
漢
後
半
期
ご
ろ
の
為
政
者
・
官
吏
ら
は
、
民
衆
に
よ
る
物
資
や
貨
幣
の
移
動
は
全
国
的
物
流
の
一
環
を
為
す
も

の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
漢
代
に
は
い
わ
ゆ
る
国
家
的
物
流
が
存
在
し
て
い
た
が

(�)

、
国
家
的
物
流
が
運
ぶ
物
資
や
貨
幣

は
、
一
義
的
に
は
辺
郡
な
ど
郡
国
の
財
政
需
要
に
応
ず
る
も
の
で
、
間
接
的
に
辺
郡
民
衆
の
生
活
の
中
に
入
っ
た
と
し
て
も
、
個
々
の

需
要
に
応
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
郡
県
行
政
機
構
に
お
い
て
も
日
々
の
業
務
の
中
で
生
ず
る
雑
多
な
需
要
を
満
た
し
得
な
い
。
こ
れ
ら

の
需
要
が
満
た
な
い
ま
ま
で
は
、
郡
県
行
政
や
地
域
社
会
の
安
定
は
望
め
な
い
。
そ
こ
に
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
に
よ
る
物
資
や
貨
幣
の

移
動
が
意
味
を
持
ち
、
ま
た
国
家
的
物
流
に
よ
り
辺
郡
へ
運
ば
れ
た
貨
幣
は
、
一
部
が
辺
郡
へ
売
買
に
来
訪
し
た
内
郡
民
衆
に
よ
り
内

郡
へ
還
流
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
、
涼
州
特
産
の
家
畜
も
、
前
掲���������
の
よ
う
に
内
郡
に
運
ば
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ

れ
を
支
え
た
の
が
、
規
制
は
あ
る
も
の
の
移
動
を
禁
じ
る
こ
と
は
な
い
漢
の
緩
や
か
な
統
制
で
あ
っ
た
。
無
論
、
異
姓
諸
侯
王
国
が
多

か
っ
た
漢
初
な
ど
の
政
治
的
状
況
や
、
流
民
が
発
生
す
る
と
い
っ
た
一
時
的
な
状
況
に
よ
っ
て
、
統
制
へ
の
強
弱
が
生
じ
た
こ
と
は
否

め
ず
、
常
に
緩
や
か
な
統
制
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
前
漢
後
半
期
の
居
延
・
敦
煌
で
は
官
が
個
人
的
売
買
を
あ
る

程
度
把
握
し
て
お
り

(�)

、
そ
う
し
た
物
流
に
関
わ
る
情
報
を
得
て
い
た
為
政
者
ら
に
は
、
河
西
に
郡
県
が
設
置
さ
れ
た
前
漢
後
半
期
ご
ろ

に
は
、
統
制
し
す
ぎ
な
い
か
ら
こ
そ
物
流
面
で
の
効
果
が
生
ま
れ
、
後
述
す
る
常
平
倉
の
よ
う
な
政
策
に
も
利
用
で
き
る
と
い
っ
た
点
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は
、
あ
る
程
度
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
民
衆
に
よ
る
物
資
の
輸
送
・
販
売
を

｢

私
的｣
｢

自
発
的｣

と
し
て
き
た
が
、
民
衆
を
そ
の
方
向
へ
誘
導
す

べ
く
国
家
に
よ
る
関
与
や
奨
励
が
実
施
さ
れ
た
可
能
性
は
ど
う
か
。
宣
帝
五
鳳
三

(

前
五
五)

年
〜
元
帝
初
元
五

(

前
四
四)

年
に
行
な

わ
れ
た

｢

常
平
倉｣

を
み
よ
う
。

寿
昌
遂
に
白
す
ら
く
、
辺
郡
を
し
て
皆
倉
を
築
か
し
め
、
穀
賤
き
時
を
以
て
其
の
賈
を
増
し
て
糴
し
、
以
て
農
を
利
さ
ん
、
穀
貴

き
時
は
賈
を
減
じ
て
糶
さ
ん
、
名
づ
け
て
曰
く

｢

常
平
倉｣

と
。
民
之
を
便
と
す
。

『

漢
書』

食
貨
志
上

(�)
こ
れ
は
穀
価
が
安
い
と
高
め
に
購
入
を
、
高
い
と
安
め
に
売
却
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
穀
価
調
整
と
辺
郡
へ
の
穀
物
供
給
に
寄
与
さ
せ

る
政
策
で
あ
る
が
、
民
間
か
ら
購
入
す
る
こ
と
で
輸
送
費
用
の
削
減
に
も
寄
与
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り

(�)

、
高
め
の
売
却
益
を
目
的
に

辺
郡
へ
穀
物
を
輸
送
す
る
民
衆
も
で
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
常
平
倉
は
一
〇
年
で
終
了
し
て
お
り
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
国

家
が
辺
郡
へ
の
物
流
を
誘
導
し
た
事
例
と
い
え
よ
う
。
末
尾
附
表
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
常
平
倉
が
施
行
さ
れ
て
い
た
期
間
の
有
紀
年
伝

の
数
は
、
三
八
例
中
一
五
例
で
、
そ
の
中
で
張
掖
郡
外
か
ら
の
事
例
は
一
一
例
で
あ
る
。
も
と
も
と
宣
帝
期
の
紀
年
簡
が
多
い
こ
と
も

あ
り

(�)

、
常
平
倉
の
影
響
が
あ
っ
た
と
し
得
る
事
例
数
か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
が
、
や
は
り
一
定
の
影
響
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
政
策
が
実
施
さ
れ
て
効
果
を
上
げ
た
点
で
、
民
衆
に
よ
る
物
資
の
輸
送
・
販
売
は
完
全
に

｢

自
発
的｣

で

｢

私
的｣

な
動
機

か
ら
発
生
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
民
衆
側
が
こ
の
政
策
に
自
ら
乗
る
状
況
に
な
ら
な
い
と
効
果
が
薄
い
の
は

明
白
で
あ
る
た
め
国
家
の
一
方
的
な
主
導
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
民
衆
が
辺
郡
へ
物
資
を
運
ん
で
利
益
を
得
よ

う
と
す
る
継
続
的
な
動
き
を
、
国
家
的
物
流
の
補
完
と
し
て
積
極
的
に
利
用
し
た
と
い
う
側
面
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
本
節
で
述
べ
て
き
た
考
え
方
に
は
一
つ
問
題
点
が
存
在
す
る
。
制
度
上
は
一
般
民
衆
が
伝
を
取
得
し
て
遠
隔
地

へ
赴
き
商
行
為
を
す
る
こ
と
は
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
に
せ
よ
、
実
際
に
は
彼
ら
が
大
量
の
生
産
物
を

積
載
し
て
遠
隔
地
へ
赴
く
に
は
時
間
と
費
用
が
か
か
る
。
礼
忠
簡
に
よ
れ
ば
、
中
家
上
層
の
資
産
を
持
つ
家
で
あ
れ
ば
牛
車
や
牛
を
所

有
し
て
い
た
が

(�)
、
そ
れ
ら
は
運
送
以
外
に
農
業
な
ど
に
も
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
中
家
中
層
以
下
の
家
で
は
牛
や
車
が
な
い
場
合

も
あ
ろ
う
。
共
同
で
の
販
売
を
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
全
て
の
民
衆
の
必
要
を
満
た
せ
た
か
も
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に

あ
た
り
、
前
述
の
多
数
の
河
南
郡
出
身
者
の
存
在
が
手
が
か
り
と
な
る
。
節
を
改
め
る
。

三
、
河
南
郡
出
身
者
と
全
国
的
物
流

先
に
も
み
た
よ
う
に
、
河
南
郡
出
身
の
民
衆
の
事
例
数
は
他
郡
国
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
河
南
郡
出
身
者

が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

辺
郡
に
利
が
あ
れ
ば
、
各
郡
国
で
そ
の
利
を
求
め
て
河
西
へ
赴
く
者
が
い
る
が
、
そ
の
数
は
各
郡
国
の
人
口
に
比
例
す
る
。
河
南
郡

は
大
都
市�
陽
を
擁
し
、『

漢
書』

地
理
志
に
よ
れ
ば
前
漢
末
の
段
階
で
人
口
一
七
四
万
二
七
九
人
を
持
つ
大
郡
で
あ
る
か
ら
、
当
然

数
が
多
く
な
る
。
さ
ら
に
河
西
が
比
較
的
近
く
、
関
中
ま
で
水
運
も
利
用
で
き
る
地
理
的
条
件
が
加
わ
り
、
結
果
的
に
河
南
郡
出
身
者

の
事
例
が
増
加
し
た
、
と
い
う
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
否
定
し
難
い
要
因
で
あ
る
が
、
よ
り
近
い
三
輔
や
、
南
陽
郡
の
よ
う
に

水
運
を
除
き
遠
近
で
い
え
ば
地
理
的
条
件
が
河
南
郡
と
大
き
く
違
わ
ず
、
か
つ
人
口
も
一
九
四
万
二
〇
五
一
人
を
擁
す
る
郡
の
出
身
者

の
事
例
が
多
い
と
は
い
え
な
い
こ
と
ま
で
は
説
明
で
き
な
い
。
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河
南
郡
は
商
業
が
盛
ん
で
知
ら
れ
た
地
で
、

周
地
は
柳
・
七
星
・
張
の
分
野
な
り
。
今
の
河
南�
陽
・
穀
成
・
平
陰
・

偃
師
・
鞏
・�侯
氏
、
是
れ
其
の
分
な
り
。(

中
略)

周
人
の
失
は
、
偽
り

に
巧
み
に
し
て
利
に
趨
り
、
財
を
貴
び
義
を
賤
し
み
、
富
を
高
し
と
し
て

貧
を
下
と
し
、
憙
び
て
商
賈
と
為
り
、
仕
宦
を
好
ま
ず
。

『

漢
書』

地
理
志
・
下

(�)
と
あ
る
。
肩
水
金
関
の
伝
・
致
の
河
南
郡
出
身
者
の
出
身
県
名
を
調
べ
る
と
、

[

表
四]

に
み
え
る
県
名
の
多
く
が
、『

漢
書』

地
理
志
に
明
記
さ
れ
た
県
名
と

重
複
し
て
い
る
。『

漢
書』

に�
陽
が
な
い
が
、�
陽
の
東
隣
で
、
地
理
的
に

は
同
一
と
み
な
し
て
構
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、�
陽
を
中
心
と
す
る

河
南
郡
出
身
の
民
衆
に
つ
い
て
は
、
単
に
自
ら
の
生
産
物
を
で
き
る
だ
け
高
く

販
売
に
行
く
と
い
っ
た
人
々
な
の
で
は
な
く
、
商
業
自
体
が
主
た
る
生
業
に
な
っ

て
い
る
人
々
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
民
衆
が
自
ら
の
生
産
物
を
な
る
べ
く
高
く
売

り
た
い
と
希
望
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
高
く
売
れ
る
河
西
な
ど
へ
ま
で
運

び
、
販
売
す
る
と
な
る
と
、
個
人
で
は
難
し
い
面
が
あ
る
。
穀
物
は
重
量
・
体
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表四 河南郡民出身県一覧

伝数 伝％ 致Ａ数 致Ａ％ 致Ｂ数 致Ｂ％ 合計数 合計％�陽 � ���� �� ���� �� ���� �� �����陽 � ���� �� ���� � ���� �� ����
河南 � ��� � ��� � ���� �� �����侯氏 � � � ��� � ��� � ���
巻 � � � ��� � ��� � ���
偃師 � ���� � ��� � � � ���
穀成 � � � � � ��� � ���
原武 � ��� � ��� � � � ���
新� � � � � � ��� � ���
平 � � � ��� � � � ���
鞏 � � � ��� � � � ���
陽武 � ��� � � � � � ���
梁 � ��� � � � � � ���
合計 �� ��� �� ��� �� ��� ��� ���



積
と
も
か
さ
ば
り
輸
送
に
は
負
担
で
あ
ろ
う
か
ら
、
個
人
と
し
て
生
産
地
か
ら
直
接
陸
上
輸
送
で
河
西
へ
向
か
っ
て
も
利
益
が
で
る
の

か
疑
わ
し
い
。
繊
維
製
品
な
ど
他
の
物
品
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、
旅
行
の
時
間
や
費
用
の
負
担
は
決
し
て
軽
い
も
の
で
は
な
く
、
個

別
の
家
族
単
位
で
遠
方
ま
で
行
っ
て
な
お
利
益
が
見
込
め
る
程
の
ま
と
ま
っ
た
生
産
物
を
用
意
す
る
の
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
従
っ

て
一
番
現
実
的
な
の
は
、
高
く
買
っ
て
く
れ
る
者
に
居
住
地
や
近
隣
の
都
市
で
売
却
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
形
で
ま
ず
各
地

の
都
市
に
集
積
さ
れ
た
物
品
を
、
河
西
な
ど
よ
り
高
く
売
れ
る
場
所
に
大
量
に
転
売
す
る
人
々
も
ま
た
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら

が
、『

漢
書』

地
理
志
に
み
え
る
河
南
郡
の
利
に
さ
と
い
人
々
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
河
南
郡
出
身
者
が
直

接
、
各
地
へ
出
向
い
て
生
産
物
を
買
い
付
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
売
買
に
関
わ
っ
た
一
群
の
人
々
の
中
で
、

実
際
に
河
西
ま
で
物
品
を
輸
送
し
た
人
々
が
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
み
え
る
河
南
郡
出
身
者
と
考
え
ら
れ
る
。

無
論
、
地
方
市
場
の
存
在
は
黄
今
言
氏
ら
も
指
摘
し
て
お
り

(�)
、
河
南
郡
以
外
の
各
郡
県
の
商
人
の
中
で
生
産
物
を
買
い
集
め
た
者
が
、

河
西
へ
販
売
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
光
武
帝
の
事
例
を
示
す
。

地
皇
三
年
、
南
陽
荒
饑
し
、
諸
家
の
賓
客
多
く
小
盗
を
為
す
。
光
武
吏
を
新
野
に
避
け
、
因
り
て
穀
を
宛
に
売
る
。

『

後
漢
書』

光
武
帝
紀
上

(�)
『

東
観
漢
記』

の
世
祖
光
武
皇
帝
紀
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き

｢
上
の
田
独
り
収
む｣

と
、
光
武
帝
の
農
地
が
被
害
を
免
れ
穀
物
が
収
穫

で
き
た
の
で
、
高
く
売
れ
る
と
い
う
見
込
み
の
元
で
宛
へ
販
売
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『

史
記』

貨
殖
列
伝
に
お
い
て
、｢

宛
も
亦
一
都

会
な
り
。
俗
は
雑
に
し
て
事
業
を
好
み
、
賈
多
し｣

と
称
さ
れ
た
宛
県
は
、
肩
水
金
関
出
土
漢
簡
中
の
南
陽
郡
出
身
者
一
七
例
中
九
例

と
な
る

(�)

。
こ
う
し
た
市
場
で
南
陽
郡
の
人
々
が
売
却
し
た
物
品
を
同
地
の
商
人
が
買
い
集
め
て
河
西
に
持
ち
込
む
、
と
い
う
こ
と
は
あ
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り
得
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
、『

史
記』

貨
殖
列
伝
中
で
河
内
の
地
名
と
し
て

｢

温
・�只
は
西
の
か
た
上
党
に
賈
し
、
北
の
か
た
趙
・
中

山
に
賈
す｣

と
記
さ
れ
た
温
県
は
河
内
郡
出
身
者
二
三
例
中
一
七
例
と
な
る

(�)

。
紙
幅
の
都
合
で
他
の
郡
県
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
詳
述

で
き
な
い
が
、
肩
水
金
関
出
土
漢
簡
に
み
え
る
民
衆
の
出
身
郡
県
で
数
量
の
多
い
郡
県
は
、『

史
記』

貨
殖
列
伝
や

『

漢
書』

地
理
志

な
ど
の
史
料
で
商
業
が
盛
ん
な
地
域
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
す
る
と
第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
兵
役
で
河
西
を
訪

れ
た
者
の
多
い
地
域
が
、
私
用
で
河
西
を
訪
れ
た
地
域
と
重
複
し
な
い
の
も
、
河
西
に
対
す
る
知
識
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
自
ら
河
西

に
赴
く
よ
り
、
手
間
と
費
用
を
考
え
て
商
人
に
地
元
で
売
却
す
る
か
委
託
販
売
を
選
択
す
る
者
が
多
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
肩
水
金
関
を
複
数
回
通
過
し
た
者
の
事
例
が
河
南
郡
出
身
者
の
致
に
み
ら
れ
る
。

河
南
郡�
陽
楡
壽
里
不
更
史�
年
卅
長
七
尺
二
寸�
／□

(

肩
水
金
関
漢
簡��������������)

河
南
郡�
陽
楡
壽
里
不
更
史�
年
廿
四
長
七
尺
二
寸�
色

五
月
辛
／□

(

肩
水
金
関
漢
簡��������������)

こ
れ
が
単
な
る
年
齢
の
書
き
間
違
い
な
ど
で
な
け
れ
ば
、
六
歳
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
六
年
後
に
肩
水
金
関
を
再
度
通
過
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
史�
が
六
年
に
わ
た
り
本
籍
地
を
変
え
ず
に
居
延
に
在
住
し
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
、
複
数
回
の
肩
水
金
関
の
通
過
は
、

こ
の
史�
が
定
期
的
に
肩
水
金
関
を
通
過
し
て
河
南
郡
と
居
延
、
遠
距
離
を
往
復
す
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
た
者
だ
と
推
測
さ
せ
る

事
例
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
肩
水
金
関
を
通
過
し
た
河
南
郡
出
身
者
ら
は
商
業
を
主
た
る
生
業
と
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
彼
ら
自
身
が
商
人
で
あ
る
か

ど
う
か
と
は
別
問
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
河
南
郡
の

｢

將
車｣

事
例
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

將
車
河
南�句
氏
薪
里
大
夫
李
我
年
廿
七
長
七
尺
二
寸�
色
牛
／□

(

肩
水
金
関
漢
簡�������������)

肩
水
金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
郡�
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魚
三
千
頭

將
車
河
南�
陽
直
里
公
乘
董
賢
年
五
十
五
長
七
尺
二
寸�
／□

□
□
二
□

(

肩
水
金
関
漢
簡�������������)

魚
四
百
頭

將
車
河
南
營
陽
新
安
里
不
更
龍
眉
年
卅
三
長
七
尺
二
寸�
色�
卅
五
□

牛
車
一
兩
弓
一
矢
五
十

出
□
□
五
十
匹

卅
四
…
入

(

肩
水
金
関
漢
簡��������������)

將
車
河
南�
陽�
里
公
乘
李
定
國
年
廿
八

長
七
尺
二
寸�
色

正
月
己
丑
入

牛
車
一
兩

十
一
月
戊
申
出
入

(

肩
水
金
関
漢
簡��������������)

類
似
の
事
例
は

『

史
記』

に
も
み
え
、
や
は
り
河
南
郡�
陽
の
人
の
事
例
と
な
る
。

任
安
は
、�
陽
の
人
な
り
。
少
く
し
て
孤
に
し
て
貧
困
、
人
の
為
に
将
車
し
て
長
安
に
之
き
、
留
り
て
求
事
し
て
小
吏
と
為
り
、

未
だ
因
縁
有
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
因
り
て
名
数
を
占
著
す
。

『

史
記』

田
叔
列
伝
・�
少
孫
補
記
任
安
条

(�)
｢

將
車｣

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
肩
書
と
み
な
し
て
本
稿
で
の
集
計
に
は
参
入
し
て
い
な
い
が
、
将
車
し
て
輸
送
業
務
に
つ
い
た
と
考

え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、
就
の
事
例
も
あ
る
。

河
南�
師
西
信
里
蘇
解
怒

車
一
兩
爲�
得
騎
士
利
成
里
留
安
國�
載
肩
水
倉
麥
小
石�
五
石�
居
延

弓
一
矢
□
二
枚
劍
一

(

肩
水
金
関
漢
簡������������)

こ
の
事
例
は

｢�｣
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
類
似
の
事
例
で
、
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／□
牛
車
一
兩
爲�
得
騎
士
功�
里
孫�
弓
就
載�
水�
小
石�
五
石�
居
延
矛
一
刀
一
〃

(

肩
水
金
関
漢
簡�����������)

と
、｢
就
載｣

と
明
記
さ
れ
、
前
者
の

｢�
載｣

は

｢

就
載｣

の
誤
り
と
み
ら
れ
る
。
就
運
す
る
者
が
肩
水
金
関
を
通
過
す
る
際
に

｢

將
車｣

(
将
車
し
て
い
る
者)

と
し
て
記
録
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
将
車
と
就
と
は
同
じ
者
を
指
し
、
雇
用
に
重
き
を
置
い
た
記
録
で
は
就
、

通
過
形
態
に
重
き
を
置
け
ば
将
車
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

(�)
。
肩
水
金
関
を
通
過
し
た
河
南
郡
の
者
は
、
こ
の
よ
う
な
業
務
に
も
つ
い
て

い
る
こ
と
と
な
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
商
人
や
出
資
者
・
原
販
売
者
の
委
託
を
受
け
た
運
送
業
者
的
な
色
彩
が
強
い
よ
う
に
も
思
わ

れ
る

(�)
。
無
論
、
商
人
と
し
て
赴
い
て
、
積
載
物
を
売
却
し
終
え
る
な
り
積
み
下
ろ
す
な
り
し
て
空
い
た
荷
車
を
有
効
活
用
し
た
者
も
い

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、｢

建
武
三
年
候
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

冊
書
に
み
ら
れ
る
寇
恩
の
よ
う
に
、
運
送
の
み
な
ら
ず
運
送
し
た
物
品
の

販
売
を
委
託
さ
れ
る
者
も
い
た
。
そ
の
点
で
、
商
人
と
運
送
業
者
を
明
確
に
区
分
す
る
必
要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
製

品
の
販
路
を
求
め
た
手
工
業
を
主
た
る
生
業
と
す
る
人
々
も
含
め
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
河
南
郡�
陽
を
は
じ
め
、
事
例
数
が
多
い
郡
県
の
民
衆
に
は
、
商
人
や
運
送
業
者

(

委
託
販
売
も
含
む)

な
ど
、
商

業
・
流
通
を
生
業
と
す
る
者
が
想
像
以
上
に
多
い
と
思
わ
れ
る

(�)
。
商
人
で
あ
れ
ば
国
家
が
示
唆
す
る
ま
で
も
な
く
商
業
上
の
知
識
と
し

て
、
物
資
や
労
働
力
を
売
っ
て
貨
幣
を
得
や
す
い
場
所
の
一
つ
が
河
西
だ
と
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
張
掖

郡
民
が
居
延
に
赴
い
た
事
例
に
も
、
内
郡
各
地
の
物
品
を
河
南
郡
出
身
者
ら
が
張
掖
郡
の
中
心
都
市
で
あ
る�
得
ま
で
輸
送
し
、
そ
れ

を
張
掖
郡
民
が
居
延
へ
輸
送
し
た
例
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
点
か
ら
、
漢
代
の
全
国
的
物
流
の
一
翼
を
担
っ
た
民
衆
に
よ
る
辺
郡
へ
の
物
品
の
輸
送
と
販
売
に
つ
い
て
、
河
西
方
面
で
は

河
南
郡
出
身
者
が
圧
倒
的
な
存
在
感
を
発
揮
し
て
お
り
、
漢
帝
国
の
全
国
的
物
流
の
相
当
の
部
分
を
河
南
郡
出
身
者
が
担
っ
て
い
た
、

肩
水
金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
郡�
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と
み
て
よ
い
。

お

わ

り

に

前
漢
後
半
期
で
は
、
内
郡
か
ら
の
物
資
を
辺
郡
に
輸
送
し
て
販
売
し
、
内
郡
か
ら
賦
銭
と
し
て
輸
送
さ
れ
た
貨
幣
や
辺
郡
の
特
産
品
、

涼
州
で
あ
れ
ば
家
畜
と
交
換
し
て
戻
る
人
々
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
際
に
は
出
身
県
か
ら
通
行
証
で
あ
る
伝
の
取
得
を
必
要
と

し
、
移
動
に
は
一
定
の
制
限
が
あ
っ
た
。
し
か
し
伝
は
申
請
者
に
問
題
が
な
け
れ
ば
基
本
的
に
発
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
漢
は
特
定

の
物
品
の
流
通
を
規
制
し
、
人
々
の
移
動
の
状
況
を
把
握
す
る
意
図
は
あ
る
が
、
人
々
の
移
動
そ
の
も
の
を
厳
格
に
抑
制
す
る
意
図
は

な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
辺
郡
は
国
家
的
物
流
の
み
で
は
不
足
す
る
物
資
に
つ
い
て
、
内
郡
か
ら
商
品
と
し
て
持

ち
込
ま
れ
る
物
資
を
購
入
し
、
内
郡
に
貨
幣
を
還
流
さ
せ
た
。
内
郡
の
人
々
に
と
り
、
辺
郡
は
貨
幣
を
得
る
た
め
の
販
路
の
一
選
択
肢

で
あ
り
、
国
家
的
物
流
と
は
別
の
も
う
一
つ
の
内
郡
―
辺
郡
の
つ
な
が
り
が
存
在
し
た
。
こ
れ
は
為
政
者
に
も
国
家
的
物
流
を
補
完
す

る
機
能
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
常
平
倉
の
よ
う
に
そ
れ
を
利
用
す
る
政
策
が
実
施
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
内
郡
の
民
衆
の
多
く
は
直
接
河
西
な
ど
の
辺
郡
へ
赴
く
の
で
は
な
く
、
居
住
地
な
い
し
近
隣
に
お
い
て
生
産
物
を
販
売
す

る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
河
西
へ
赴
か
ず
に
委
託
販
売
す
る
こ
と
を
選
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
兵
役
・
力
役
以
外
で
は
、

多
く
の
内
郡
民
衆
と
辺
郡
と
は
間
接
的
な
つ
な
が
り
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
辺
郡
と
内
郡
民
衆
と
の
間
に
介
在
し
た
の

が
、｢

爲
家
私
市｣

の
名
目
で
伝
を
取
得
し
て
肩
水
金
関
を
往
来
し
て
い
た
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
は
商
業
や
運
送
業
を
主
た
る
生
業
と

し
て
い
た
。
彼
ら
は
河
西
地
域
の
場
合
、
地
理
的
に
河
西
に
近
い
こ
と
に
加
え
、
元
来
が
商
業
の
活
発
な
地
域
で
も
あ
っ
た
河
南
郡
出
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身
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

漢
代
に
は

『

史
記』

貨
殖
列
伝
の
記
載
か
ら
、
戦
国
期
以
来
の
経
済
圏
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
が

(�)

、
経
済
圏
の
枠
を
こ
え
て
、
河
南

郡
商
人
・
河
南
郡
運
送
業
者
が
、
自
ら
の
故
地
で
も
あ
る
黄
河
の
中
流
域

(

中
原)

か
ら
西
方
、
渭
水
流
域
・
黄
河
上
流
域
〜
河
西
ま

で
を
幅
広
く
活
動
圏
と
し
て
い
た
状
況
が
浮
か
び
上
が
る
。
河
西
四
郡
を
は
じ
め
と
す
る
西
北
辺
郡
と
内
郡
と
の
結
び
つ
き
は
、
制
度

的
な
国
家
的
物
流
や
兵
役
な
ど
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
側
面
に
加
え
、
中
原
と
西
北
と
を
往
来
す
る
河
南
郡
商
人
・
運
送
業
者
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
て
い
た
側
面
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
同
時
に
、
従
来
は
武
帝
期
の
経
済
政
策
に
よ
り
商
工
業
者
が
没
落
し
た
と
さ
れ
て

き
た
が

(�)
、
そ
の
武
帝
期
以
降
の
史
料
で
あ
る
居
延
漢
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
か
ら
み
る
限
り
、
商
業
の
中
心
地
と
さ
れ
る
河
南
郡
出
身
者

が
な
お
活
躍
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
彼
ら
を

｢

商
人｣

と
し
て
扱
っ
た
が
、
彼
ら
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
点
も
多

く
、
武
帝
期
抑
商
政
策
の
与
え
た
影
響
を
含
め
、
他
日
を
期
し
た
い
。

肩
水
金
関
を
往
来
し
た
人
々
と
前
漢
後
半
期
の
辺
郡
・
内
郡�
村
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(

１)

郡
守
、
秦
官
、
掌
治
其
郡
、
秩
二
千
石
。
有
丞
、
邊
郡
又
有
長

史
、
掌
兵
馬
。
秩
皆
六
百
石
。

(

２)

邊
郡
太
守
各
將
萬
騎
、
行
障
・
塞
・
烽
火��
。
置
長
史
一
人
、

掌
兵
馬
。
丞
一
人
、
治
民
。
當
兵
行
、
領
長
史
。
置
部�
尉
・
千
人
・

司
馬
・
候
・
農�
尉
、
皆
不
治
民
、
不
給
衞
士
。

(

３)

渡
邊
信
一
郎

｢

漢
代
の
財
政
と
帝
国
編
成｣

(

同
氏

『

中
国
古

代
の
財
政
と
国
家』

第
一
部
第
五
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年)

。

(

４)

飯
田
祥
子

｢

前
漢
後
半
期
に
お
け
る
郡
県
民
支
配
の
変
化

内
郡
・
辺
郡
の
分
化
か
ら

｣
(『

東
洋
学
報』

八
六
―
三
、
二
〇

〇
四
年)

、
渡
邊
信
一
郎

｢

漢
代
の
財
政
運
営
と
国
家
的
物
流｣

(

前

掲
註

(

３)

同
氏
著
書
第
一
部
第
一
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年

[
初
出
一
九
八
九])

。

(

５)
拙
稿

｢

前
漢
西
北
辺
境
と
関
東
の
戍
卒

居
延
漢
簡
に
み
え
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る
兵
士
出
身
地
の
検
討
を
通
じ
て

｣
(

拙
著

『

漢
代
の
地
方
官

吏
と
地
域
社
会』

第
四
部
第
二
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年

[

初

出
二
〇
〇
〇])

。
ま
た
周
宇

｢

居
延
関
東
戍
卒
考｣

(『

国
際
簡
牘
学

会
会
刊』
三
、
二
〇
〇
一
年)

参
照
。

(

６)

伝
舎
は
侯
旭
東

｢

伝
舎
使
用
与
漢
帝
国
日
常
統
治｣

(『

中
国
史

研
究』

二
〇
〇
八
年
第
一
期)

参
照
。

(

７)

例
え
ば
漢
代
に
も
、
鉄
製
農
器
を
遠
方
の
鉄
官
ま
で
買
い
に
行

く
こ
と
で
、｢

膏
腴
の
日
を
棄
て
、
遠
く
田
器
を
市
え
ば
、
則
ち
良

時
に
後
れ
る｣

(『

塩
鉄
論』

巻
六
水
旱
第
三
十
六)

と
の
認
識
が
み

ら
れ
る
。

(

８)

有
名
な

｢

七
科
謫｣

を
説
明
し
た

『
史
記』

大
宛
列
伝
の

『

史

記
正
義』

張
晏
註
に
、｢

吏
有
罪
一
、
亡
命
二
、
贅
壻
三
、
…

(

下

略)｣

と
あ
り
、
こ
の

｢

亡
命｣

は
戸
籍
離
脱
者
を
指
し
、
犯
罪
者

と
み
な
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
堀
敏
一

｢

漢
代
の
七
科�適
身
分
と

そ
の
起
源
―
商
人
身
分
そ
の
他｣

(

同
氏

『

中
国
古
代
の
身
分
制

良
と
賤

』

第
二
篇
第
四
章
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年

[

初
出
一
九
八
二])

な
ど
参
照
。
こ
う
し
た
解
釈
も
、
本
籍
地
か
ら

遠
く
離
れ
る
こ
と
が
困
難
と
の
印
象
へ
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。

(

９)

角
谷
常
子

｢

エ
チ
ナ
川
流
域
の
関
に
つ
い
て

肩
水
金
関
を

中
心
に

｣
(『

古
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
軍
事
・
行
政
シ
ス
テ
ム
―
河

西
回
廊
を
中
心
に
し
て

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究』

二
二
、
二
〇
〇

五
年)

。

(

10)

こ
う
し
た
官
吏
に
準
ず
る
存
在
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

｢

漢
代
の

材
官
・
騎
士
の
身
分
と
官
吏
任
用
資
格｣

(

前
掲
註

(

５)

拙
著
第

一
部
第
二
章

[

初
出
二
〇
〇
四])

で
触
れ
た
。

(

11)

無
論
、
賦
銭
と
し
て
納
入
す
る
銅
銭
を
得
る
た
め
に
商
行
為
を

行
な
う
、
と
い
っ
た
場
合
、
純
粋
に
個
人
的
な
動
機
で
は
な
い
が
、

直
接
的
に
国
家
の
要
請
に
よ
っ
て
商
行
為
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
ま
た
そ
こ
で
賃
労
働
と
商
行
為
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
、

そ
れ
を
ど
こ
で
行
な
う
か
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
選
択
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
で

｢

私
用｣

と
い
う
語
句
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

(

12)

居
延
漢
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
の
伝
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
氏
以

来
、
国
内
外
で
極
め
て
多
く
の
専
論
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
伝
自
体
の
検
討
は
行
な
わ
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
は
逐
一
掲
げ
な
い
。

主
と
し
て
大
庭
脩

｢

漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト｣

(

同
氏

『

秦
漢

法
制
史
の
研
究』

第
五
篇
第
一
章
、
創
文
社
、
一
九
八
二
年

[

初
出

一
九
五
四])

、
冨
谷
至

｢

通
行
行
政
―
通
行
証
と
関
所｣

の
一
・
二

(

同
氏

『

文
書
行
政
の
漢
帝
国

木
簡
・
竹
簡
の
時
代』

第
Ⅲ
編
第

二
章
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年

[

初
出
二
〇
〇
五])

、

鷹
取
祐
司

｢

肩
水
金
関
遺
址
出
土
の
通
行
証｣

(

同
氏
編

『

古
代
中

世
東
ア
ジ
ア
の
関
所
と
交
通
制
度』

立
命
館
大
学
、
二
〇
一
七
年)

を
参
考
と
し
た
。
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二
六
一

(
13)

鈴
木
直
美

｢

漢
代
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
形
成
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

居
延
漢
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
に
み
る
卒
の
年
齢
に
着
目
し
て

｣
(

拙
編

『

周
縁
領
域
か
ら
み
た
秦
漢
帝
国』

六
一
書
房
、
二

〇
一
七
年)
の
表
１
参
照
。

(

14)

青
木
俊
介

｢
肩
水
金
関
漢
簡
の
致
と
通
関
制
度｣

(『

日
本
秦
漢

史
研
究』

一
二
、
二
〇
一
四
年)

。

(

15)

伝
の
本
文
に
発
信
者
と
し
て
某
県
令
長
・
丞
な
ど
、
ま
た
は
伝

の
印
文
の
記
載
で
某
県
令
長
・
丞
の
印
が
記
さ
れ
県
名
が
わ
か
る
場

合
、
伝
の
発
給
県
と
み
な
し
た
。
た
だ
し
居
延
県
に
耕
地
を
所
有
す

る
隴
西
郡
西
県
の
者
に
対
し
て
居
延
県
が
発
給
し
た
事
例

(������
���)

が
あ
り
、
こ
の
方
法
は
若
干
の
不
確
実
性
を
伴
う
点
、
お
断

り
し
て
お
き
た
い
。

(

16)

例
え
ば
張
家
山
漢
簡

｢

二
年
律
令｣

捕
律
・
一
四
三
簡
末
尾
に

は

｢

興
吏
徒�
盜
賊
、
已�
令
而
逋
、
以
畏�
論
之｣

(
吏
や
人
員

を
動
員
し
て
盗
賊
を
追
捕
す
る
に
あ
た
り
、
す
で
に
動
員
令
を
受
け

た
の
に
逃
亡
し
た
場
合
、｢

畏�｣
に
よ
っ
て
論
断
す
る)

と
い
っ

た
記
述
が
み
ら
れ
る
。

(

17)

簡
番
号
は�����������������������������������������

��������������������������������������������������
���������������
。

(

18)

こ
の
冊
書
に
つ
い
て
、
内
容
面
の
議
論
と
し
て
は
謝
桂
華｢�
建

武
三
年
十
二
月
候
粟
君
所
責
寇
恩
事�
考
釈｣

(

同
氏

『

漢
晋
簡
牘

論
叢』

広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年

[

初
出
日
本
語
版
一

九
九
一
、
中
文
版
二
〇
一
三])

、
浅
原
達
郎

｢

牛
不
相
当
穀
廿
石｣

(『

泉
屋
博
古
館
紀
要』

一
五
、
一
九
九
八
年)

、
裁
判
手
続
面
か
ら

の
議
論
と
し
て
、�刄
山
明

｢

居
延
出
土
の
冊
書
と
漢
代
の
聴
訟｣

(

同
氏

『

中
国
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究』

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年

[

初
出
一
九
九
五])

、
鷹
取
祐
司

｢｢

候
粟
君
所
責
寇

恩
事｣

冊
書
の
再
検
討｣

(

同
氏

『

秦
漢
官
文
書
の
基
礎
的
研
究』

第
四
部
第
四
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年

[

初
出
二
〇
〇
二])

参
照
。

(

19)

家
属
符
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

(

12)

鷹
取
論
考
参
照
。

(

20)

鵜
飼
昌
男

｢

漢
簡
に
見
ら
れ
る
書
信
様
式
簡
の
検
討｣

(

大
庭

脩
編

『

漢
簡
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�92
報
告
書

漢
簡
研
究
の
現

状
と
展
望』

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
九
三
年)

に
よ
る

と
、
書
信
は
通
常
の
公
文
書
逓
伝
制
度
に
よ
ら
ず
届
け
ら
れ
る
。
書

信
を
託
せ
る
人
が
い
な
い
場
合
な
ど
は
、｢

爲
家
私
使｣

と
い
う
形

で
家
族
の
誰
か
に
持
参
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

知
人
・
家
族
間
の
書
信
と
思
わ
れ
る
事
例
は
出
土
史
料
の
中
に
多
数

の
事
例
が
存
在
し
て
い
る
。

(

21)
当
時
の
主
要
交
通
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
史
念
海

｢

秦
漢
時
期

国
内
之
交
通
路
線｣

(

同
氏
著

『

河
山
集』

四
、
陝
西
師
範
大
学
出
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二
六
二

版
社
、
一
九
九
一
年)

、
侯
旭
東

｢

皇
帝
的
無
奈

西
漢
末
年
的

伝
置
開
支
与
制
度
変
遷

｣
(『

文
史』

二
〇
一
五
年
第
二
輯)

参

照
。

(

22)

拙
稿

｢
前
漢
河
西
地
域
の
社
会

辺
境
防
衛
組
織
と
の
関
わ

り
を
中
心
に

｣
(

前
掲
註

(

５)

拙
著
第
四
部
第
三
章

[

初
出

二
〇
〇
六])

、
特
に
四
四
一
頁
参
照
。

(

23)

永
田
英
正

｢

居
延
漢
簡
に
み
る
候
官
に
つ
い
て
の
一
試
論｣

(

同
氏
著

『

居
延
漢
簡
の
研
究』

第
Ⅱ
部
第
六
章
、
同
朋
舎
出
版
、

一
九
八
九
年

[

初
出
一
九
七
三])
。

(

24)

佐
原
康
夫

｢

漢
代
の
貨
幣
経
済
と
社
会｣
(

同
氏

『

漢
代
都
市

機
構
の
研
究』

第
四
部
第
三
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年

[

初
出

一
九
九
八])

。

(

25)

張
弘
氏
は
、
五
口
の
家
を
モ
デ
ル
に
銭
納
税
を
年
間
約
一
〇
〇

〇
銭
と
試
算
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
ま
ず
需
要
の
融
通
性
が
比
較
的

高
い
副
業
生
産
品
、
次
に
食
糧
を
売
却
し
て
貨
幣
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
と
し
て
い
る
。｢

戦
国
秦
漢
時
期
商
人
・
商
業
資
本
与

農
村
経
済
的
関
係｣

(

同
氏

『

戦
国
秦
漢
時
期
商
人
和
商
業
資
本
研

究』

第
四
章
第
二
節
、
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年)

。

(

26)

多
田
狷
介

｢

漢
代
の
地
方
商
業
に
つ
い
て

豪
族
と
小
農
民

の
関
係
を
中
心
に

｣
(

同
氏

『

漢
魏
晋
史
の
研
究』

上
編
第
二

章
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年

[

初
出
一
九
六
五])

。

(

27)

黄
今
言

『

秦
漢
商
品
経
済
研
究』

(

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五

年)

第
三
章

｢

秦
漢
商
品
交
換
与
商
業
形
態
的
発
展｣

は
、｢

爲
家

私
市｣

と
記
さ
れ
た
伝
に
つ
い
て
、
当
時
は
出
か
け
て
品
物
を
購
買

し
た
り
商
品
を
交
換
し
た
り
す
る
た
め
に
国
家
の
許
可
が
必
要
で
、

随
意
に
出
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
小
農
民
と
市
場
と
の

関
係
は
密
接
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

(

28)

角
谷
常
子

｢

居
延
漢
簡
に
み
え
る
売
買
関
係
簡
に
つ
い
て
の
一

考
察｣

(『

東
洋
史
研
究』

五
二
―
四
、
一
九
九
四
年)

。

(

29)

河
西
で
の
繊
維
製
品
の
価
格
は
、
揚
州
地
域
の
江
蘇
儀
徴
浦
一

〇
一
号
前
漢
墓
の
木
方
記
載
布
帛
価
格
と
の
比
較
試
算
に
よ
れ
ば
、

前
漢
後
期
の�
の
価
格
は
、
儀
徴
浦
漢
簡
の
価
格
は
一
匹
五
五
〇
銭
、

居
延
漢
簡
二
一
七
・
一
五
、
二
一
七
・
一
七
簡
で
は
一
匹
一
四
四
〇

銭
、
河
西
の
四
〇
％
以
下
で
あ
っ
た
。
丁
邦
友

『

漢
代
物
価
新
探』

(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年)

第
四
章

｢

漢
簡
中
的
河

西
物
価｣

の
一
九
六
〜
一
九
八
頁
参
照
。
前
掲
註

(

27)

黄
氏
著
書

第
五
章

｢

秦
漢
商
品
価
格
与
貨
幣
在
流
通
的
地
位｣

の
二
三
六
〜
二

四
一
頁
で
も
、『

九
章
算
術』

を
用
い
て
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
陳

直

｢

関
於
両
漢
的
手
工
業｣

(

同
氏

『

両
漢
経
済
史
料
論
叢』

所
収
、

陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年)

に
よ
れ
ば
、
斉
・
蜀
・
襄
邑
・

河
内
・
三
輔
・
鉅
鹿
な
ど
が
漢
代
繊
維
製
品
の
主
要
産
地
で
、
河
西

で
の
生
産
が
あ
っ
た
と
し
て
も
需
要
を
満
た
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
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二
六
三

い
か
。

(

30)
佐
原
康
夫｢

江
陵
鳳
凰
山
漢
簡
再
考｣

(『

東
洋
史
研
究』

六
一
―

三
、
二
〇
〇
二
年)

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
鳳
凰
山
一
〇
号
墓
簡

牘
二
号
木
牘

｢

中
販
共
侍
約｣

は
、
七
人
が
共
同
で
行
な
う
商
売
に

関
す
る
規
約
で
あ
り
、
漢
代
で
は
必
要
に
応
じ
て
共
同
で
の
商
行
為

が
行
わ
な
れ
て
い
た
。

(

31)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
国
内
の
み
で
も
多
く
の
研
究
者
が
議
論

を
展
開
し
て
お
り
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
本
稿
で
は
国
家
的
物
流
を

議
論
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
最
近

の
研
究
で
あ
る
前
掲
註

(

４)

渡
邊
信
一
郎

｢

漢
代
の
財
政
運
営
と

国
家
的
物
流｣

を
例
示
し
て
お
く
。

(

32)

李
均
明

｢

居
延
漢
簡
債
務
文
書
述
略｣

(
同
氏

『

初
学
録』

蘭

台
出
版
社
、
一
九
九
九
年

[

初
出
一
九
八
六])

、
前
掲
註

(

28)

角

谷
論
考
な
ど
参
照
。

(

33)

壽
昌�
白
令
邊
郡
皆
築
倉
、
以�
賤
時�
其
賈
而
糴
、
以
利
農
、

�
貴
時
減
賈
而
糶
、
名
曰

｢

常�
倉｣

。
民
便
之
。

(

34)

山
田
勝
芳

｢

専
売
・
均
輸
平
準
、
及
び
諸
収
入｣

(

同
氏

『
秦

漢
財
政
収
入
の
研
究』

第
六
章
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年)

参
照
。

(

35)

宣
帝
期
の
有
紀
年
簡
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
・

七
〇
年
代
居
延
漢
簡
を
用
い
た
研
究
を
参
考
に
す
る
と
、
裘
錫
圭

｢

従
出
土
文
字
資
料
看
秦
和
西
漢
時
代
官
有
農
田
的
経
営｣

(

臧
振
華

主
編

『

中
国
考
古
学
与
歴
史
学
之
整
合
研
究』

中
央
研
究
院
歴
史
語

言
研
究
所
会
議
論
文
集
之
四
、
中
央
研
究
院
、
一
九
九
七
年)

に
元

帝
期
ご
ろ
に
屯
田
が
衰
退
す
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
宣
帝
期
以
降
、

河
西
の
開
発
が
進
み
匈
奴
と
の
戦
闘
も
収
束
し
た
段
階
で
、
官
需
・

民
需
と
も
減
少
し
た
な
ど
の
推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

(

36)

礼
忠
簡
に
つ
い
て
は
、
永
田
英
正

｢

礼
忠
簡
と
徐
宗
簡
に
つ
い

て｣
(

前
掲
註(

23)

同
氏
著
書
第
Ⅱ
部
第
八
章[

初
出
一
九
六
九])

、

同

｢

礼
忠
簡
と
徐
宗
簡
研
究
の
展
開

居
延
新
簡
の
発
見
を
契
機

と
し
て

｣
(『

史
窓』

五
八
、
二
〇
〇
一
年)

。

(

37)

周
地
、
柳
・
七
星
・
張
之
分
野
也
。
今
之
河
南�
陽
・�
成
・

�
陰
・
偃
師
・
鞏
・�侯
氏
、
是
其
分
也
。(

中
略)

周
人
之
失
、
巧

僞
趨
利
、
貴
財
賤
義
、
高
富
下
貧
、
憙
爲
商
賈
、
不
好
仕
宦
。

(

38)

黄
今
言

｢

論
両
漢
時
期
的
農
村
集
市
貿
易｣

(

同
氏

『

秦
漢
経

済
史
論
考』

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年

[

初
出
一
九
九

九])

。

(

39)

地
皇
三
年
、
南
陽
荒
饑
、�
家�
客
多
爲
小
盜
。
光
武�
吏
新

野
、
因
賣�
於
宛
。

(

40)

宛
亦
一�
會
也
。
俗
雜
好
事
業
、
多
賈
。
簡
番
号
は������

�������������������������������������������������
�����������

。

(

41)�
・�只
西
賈
上
黨
、
北
賈
趙
・
中
山
。
簡
番
号
は���������
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二
六
四

���������������������������������������������������
������������������������������������������������
������

。

(

42)

任
安
、�
陽
人
也
。
少
孤
貧
困
、
爲
人
將
車
之
長
安
、
留
求
事

爲
小
吏
、
未
有
因�
也
、
因
占�
名
數
。

(

43)

居
延
漢
簡
に
み
え
る
就
運
や
将
車
に
つ
い
て
は
、
佐
原
康
夫

｢

居
延
漢
簡
に
見
え
る
物
資
の
輸
送
に
つ
い
て｣

(『

東
洋
史
研
究』

五
〇
―
一
、
一
九
九
一
年)
に
主
に
拠
っ
た
。
他
に
蔡
宜
静

｢

漢
代

居
延

『

就』

運
探
研｣

(『

簡
牘
学
報』

一
七
、
一
九
九
九
年)

な
ど
。

な
お
張
俊
民

｢

従
漢
簡
談
漢
代
西
北
辺
郡
運
輸
的
幾
個
問
題｣

(

同

氏

『

簡
牘
学
論
稿
―
聚
沙
篇』

甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
四
年)

で
は
、
就
運
は
現
地
の
者
が
多
い
と
す
る
。
と
す
る
と
、
将
車
と
就

人
の
間
に
何
ら
か
の
差
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
河
南
郡

な
ど
で
運
送
業
者
が
ま
と
め
て
徴
発
さ
れ
た
も
の
が
将
車
で
あ
る
と

い
っ
た
例
が
あ
り
得
る
が
、
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。
王
子
今

｢

漢

簡
所
見�
就
人�
与�
将
車
人�｣(
同
氏
著

『

秦
漢
交
通
考
古』
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年)

で
は
、
両
者
を
別
と
し
、
車

や
牛
馬
の
所
有
権
の
有
無
に
よ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
が
、
一
概
に

そ
う
と
も
い
え
な
い
。

(

44)

漢
代
の
運
送
業
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註

(

43)

各
論
考
の
他
、

王
子
今

『

秦
漢
交
通
史
稿』

(

中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九
四

年)

中
の
第
十
二
章

｢

秦
漢
運
輸
業｣

参
照
。

(

45)

委
託
販
売
の
場
合
、｢

建
武
三
年
候
粟
君
所
責
寇
恩
事｣

の
粟

君
の
妻
の
よ
う
に
同
道
し
て
立
ち
会
う
依
頼
主
・
出
資
者
も
い
た
か

ら
、
同
様
に

｢

爲
家
私
市｣

と
し
て
伝
を
取
得
し
、
河
南
郡
の
運
送

業
者
・
商
人
に
同
道
し
て
河
西
に
赴
い
た
者
が
存
在
し
た
こ
と
も
想

定
さ
れ
よ
う
。

(

46)

こ
う
し
た
経
済
圏
に
つ
い
て
近
年
で
は
、
前
掲
註

(

27)

黄
今

言
論
考
、
柿
沼
陽
平

｢

戦
国
時
代
に
お
け
る
楚
の
都
市
と
経
済｣

(『

東
洋
文
化
研
究』

一
七
、
二
〇
一
五
年)

な
ど
が
論
じ
て
い
る
。

(

47)

概
説
で
も
こ
の
よ
う
な
視
点
に
よ
る
説
明
が
さ
れ
る
。
例
え
ば

西
嶋
定
生

『

秦
漢
帝
国

中
国
古
代
帝
国
の
興
亡』

(

講
談
社
、
一

九
九
七
年)

の
第
四
章

｢

武
帝
時
代
の
外
征
と
内
政｣

な
ど
。

※
本
稿
使
用
の
出
土
史
料
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。

敦
煌
漢
簡
…
…
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編

『

敦
煌
漢
簡』

中
華
書

局
、
一
九
九
一
年

一
九
三
〇
年
代
居
延
漢
簡
…
…
謝
桂
華
・
李
均
明
・
朱
国�『

居
延

漢
簡
釈
文
合
校』

文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
年
・
労�『
居
延
漢
簡

図
版
之
部』

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
二
十
一
、
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
五
七
年
・
簡
牘
整
理
小
組
編

『

居
延
漢
簡』

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
一
〇
九
、
中
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二
六
五

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、(

壱)

二
〇
一
四
年
、(

弐)

二
〇
一

五
年
、(

参)

二
〇
一
六
年

一
九
七
〇
年
代
居
延
漢
簡
…
…
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
省

博
物
館
・
文
化
部
古
文
献
研
究
室
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

『

居
延
新
簡

甲
渠
候
官
与
第
四
隧』

中
華
書
局
、
一
九
九
四
年

肩
水
金
関
漢
簡
…
…
甘
粛
簡
牘
保
護
研
究
中
心
・
甘
粛
省
文
物
考
古

研
究
所
・
甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・

中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心

『

肩
水
金
関
漢
簡』

中
西
書
局
、

(

壱)

二
〇
一
一
年
、(

弐)

二
〇
一
二
年
、(

参)

二
〇
一
三
年
、

(

肆)

二
〇
一
五
年
、(

伍)

二
〇
一
六
年

付
記

本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究

(

Ｃ)
｢

西
北
周
縁
領
域
の
歴
史
的
展
開
か
ら
み
た
中
国
古
代
史
の
再
構

築
に
関
す
る
基
礎
的
研
究｣

(

課
題
番
号��������)

に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

(

明
治
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学
科

准
教
授)
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二
六
六

附
表
使
用
伝
・
致
簡
番
号
一
覧
表

郡
国

簡
番
号

京
兆
尹

伝������������������������������������／
致
(�
)������������������������������������������������������������ ��������������������������

�����／
致
(�
)�������������������������������������������������

左
馮
翊

伝��������������／
致
(�
)��������

右
扶
風

伝������������������������������������������／
致
(�
)����������������������������������������������� �����������������／

致
(�
)������������

���������������������
弘
農

致
(�
)�������������������������／

致
(�
)�����������

河
南

伝���������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����／
致
(�
)���������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������／

致
(�
)��������

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �
��������������������������������������������������������������������������������������������

河
内

伝�������������������／
致
(�
)������������������������������������������������������／

致
(�
)����������������������������� ���������������

������������������
河
東

致
(�
)��������������／

致
(�
)����������������������������������������������

太
原

致
(�
)������上党致(�)�����������

魏
致
(�
)��������������／

致
(�
)�������������������������������������������������

鉅
鹿

致
(�
)�����東致(�)���������������������

陳
留

致
(�
)�������

定
陶
・
済
陰
致
(�
)�������／

致
(�
)������������������������������

大
河

致
(�
)�������������������������������

淮
陽

致
(�
)�����������／

致
(�
)����������������������������������������������������������������������������� ��������������

潁
川

致
(�
)�������汝南伝������／致(�

)�������������
梁

伝�������／
致
(�
)�����������������������������

沛
致
(�
)��������魯致(�)���������������������
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二
六
七

南
陽

伝����������������������������������／
致
(�
)�������������������／

致
(�
)����������������������������������������������

斉
伝�������������������／

致
(�
)��������／

致
(�
)������������������

会
稽

致
(�
)����������������

蜀
致
(�
)��������安定致(�)����隴西致(�)���������／

致
(�
)�������

武
威

致
(�
)�������金城伝���������張掖伝��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������／
致
(�
)��������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������／

致
(�
)�������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������

酒
泉

伝��������������／
致
(�
)�����������������������������������������／

致
(�
)�������������������������������������������������������������������

�����������������
敦
煌

致
(�
)�������代致(�)������

���
・���・���

・���
・
の��､�����

の����の
表
記
は
そ
れ
ぞ
れ
省
略
し
た
｡

王
莽
期
の
地
名
は
『漢
書
』
地
理
志
所
載
の
前
漢
期
の
地
名
と
し
て
集
計
し
た
｡

漢
簡
に
｢大
常
郡
｣
に
属
す
と
さ
れ
る
陵
邑
は
『漢
書
』
地
理
志
で
の
所
属
郡
国
に
入
れ
て
集
計
し
た
｡

使
用
伝
有
紀
年
簡
番
号
(あ
み
か
け
は
張
掖
郡
民
の
も
の
)

宣
帝
期
(～
五
鳳
二
年
)

��例
本
始�

(������)・
本
始�

(�����������)・
地
節�

(�������������)・
元
康�

(������)・
元
康�

(������)・
元
康�

(������)・
神
爵�

(��������)・
五

鳳�
(�������)・

五
鳳�

(�������������)
宣
帝
期
(五
鳳
三
年
～
)

��例
五
鳳�

(������������)・
五
鳳�

(��������)・
甘
露�

(�����)・
甘
露�

(�������)・
甘
露�

(����������������������������)・
黄
龍�

(������)
元
帝
期�

例
初
元�

(������)・
初
元�

(�������)・
初
元�

(��������������)・
永
光�

(������)
成
帝
期�

例
鴻
嘉�

(�����)・
鴻
嘉�

(������)・
永
始�

(������)・
永
始�

(�����)・
元
延�

(��������)
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二
六
八

哀
帝
期�

例
建
平�

(�������)・
建
平�

(�������������������)・
元
寿�

(�������)
平
帝
期�

例
元
始�

(�������)
王
莽
期�

例
始
建
国�

(������)



THE TOYO GAKUHO�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������水金關�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������郡�����������������������������������������������������������������������������������������������������������傳������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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